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公
明
な
選
挙
で

築
け
組
国
の

再
建
設
計
を

八
月
の
こ
よ
み

一
日
（
余
）
赤
痢
予
防
週
聞
始
ま
る

一
一
百
（
日
）
私
Ⅴ
学
校
令
公
布
（
関

℃
）

五
日
（
火
）
初
め
て
郵
便
貯
金
制
度

讐
台
（
明
8
）

Ｌ
ハ
日
（
水
）
広
島
に
原
爆
投
下
（
胴

2
0
）

八
日
（
金
）
Ⅴ
秋
（
太
陽
の
鎧
経
が

一
三
五
度
に
な
る
）

九
日
（
土
）
長
崎
に
原
爆
投
下
（
胸

2
0
）
ソ
連
日
本
に
崖
戦

琴
一
次
上
面
事
件
起
る
（
栢

計
霹
）
萎
ツ
ダ
ム
革
害

受
諾
（
旧
2
0
）

十
五
日
（
金
）
「
旧
！
月
1
日
」
終

戦
寵
念
日
「
附
2
0
）

二
十
二
日
（
金
）
日
辟
合
併
条
約
的
印

（
朋
哨
）

二
十
三
円
（
士
）
日
本
対
独
買
戦
（
大

3
）

二
十
八
日
（
木
）
米
軍
厚
木
に
進
駐
（

田
2
0
）

霊芸等芸芸堅讐員
参議院地方選

当
福
岡
県
よ
り
選
出
さ
れ
て
居
り
ま
し

た
的
参
議
院
（
地
方
選
出
）
壊
胃
山
本

紀
伊
氏
の
死
亡
に
伴
い
、
来
る
八
月
二

十
四
日
に
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

本
号
は
選
挙
民
の
債
積
に
慣
接
関
係
が

あ
り
且
つ
必
要
な
事
項
を
簡
易
に
提
げ

ま
し
て
皆
楔
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
と
共
に
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思

い
ま
し
て
編
架
致
し
ま
し
た
。

以
下
順
を
追
っ
て
項
目
毎
に
御
説
朋
致

し
ま
す
が
、
尚
不
明
、
不
審
等
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
御
遠
慮
な
く
当
葺
金

事
務
局
（
役
場
縮
務
課
内
）
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

て
選
挙
期
日
に
つ
い
て

八
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）

二
、
開
票
に
つ
い
て

開
票
は
投
票
終
了
後
、
年
後
七
時
三

十
分
よ
り
役
場
で
行
い
ま
す
。

三
、
今
回
の
選
挙
に
使
用
さ
れ

る
名
簿
に
つ
い
て

今
回
の
選
挙
で
は
昨
年
九
月
十
五
日

瑞
軒
で
前
整
し
た
基
本
選
挙
人
名
滞

と
本
年
五
月
二
日
現
在
で
綱
推
し
た

補
充
選
挙
怠
お
よ
び
葛
七
月

三
十
一
日
現
在
で
調
整
す
る
名
辞
を

使
用
致
し
ま
す
。

四
、
今
回
の
補
充
選
挙
人
名
簿

院
と
・
は

凍
る
八
月
二
十
四
日
は
参
議
院
地
方
選

出
満
員
の
補
欠
葦
で
あ
り
ま
す
が
、

私
等
は
こ
の
参
観
院
膏
に
つ
い
Ｃ
今

一
度
よ
く
知
っ
て
置
く
可
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

我
が
国
の
同
会
は
衆
湖
院
と
轟
と

の
二
院
制
を
捕
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
院
制
に
生
ず
る
行
き
過
ぎ
を

抑
斉
、
国
会
の
毒
を
供
東
に
す
る
什

附
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
閑
談
院
は
等
し
く
公
選
に
よ
る

滞
日
で
附
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
参
讃

院
演
壇
の
定
数
、
選
川
方
法
、
任
期
等

は
衆
議
院
と
異
な
っ
た
形
を
と
っ
て
い

ま
す
。
特
に
選
挙
区
に
つ
い
て
蛮
院

満
員
は
金
岡
を
一
選
挙
区
と
し
て
選
出

さ
れ
る
全
国
選
出
讃
謁
と
、
郡
道
府
県

を
一
選
挙
区
と
し
て
選
出
さ
れ
る
所
謂

こ
ん
度
の
補
欠
選
挙
の
他
方
選
出
議
員

と
の
二
本
だ
て
と
な
っ
こ
い
ま
す
。

参
議
院
醸
民
の
定
数
は
二
百
五
輪
人
で

す
。
そ
し
て
そ
の
内
全
国
選
出
満
員
の

定
数
は
百
人
、
他
方
選
出
管
の
定
数

は
百
五
拾
人
で
あ
り
ま
す
か
ら
三
年
毎

に
行
わ
れ
る
痩
選
挙
で
選
出
撃
数

は
欠
員
の
補
充
を
別
と
し
て
全
国
区
五

拾
人
、
酌
方
区
七
袷
五
人
で
あ
り
ま

す
。

参
議
院
満
員
の
任
期
は
衆
親
閲
薯
の

四
年
よ
り
も
長
く
て
六
年
で
あ
り
、
ま

た
解
散
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
麗
ｍ
性
を
与
え
て
参
磯
院
の
特

質
を
十
分
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め

で
あ
り
ま
し
て
、
解
散
の
な
い
代
り
に

半
数
交
替
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
尚
父
参
瀬
院
議
員
の
被
選
挙
権
は

準
二
十
才
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
衆

…
…
二
十
五
才
以
上
）

さ
て
補
欠
選
挙
で
選
出
き
れ
た
雫
は

前
任
者
の
残
余
の
欄
間
で
あ
り
ま
す
。

に
つ
い
て

今
回
の
補
充
謝
撃
人
名
博
は
七
月
三

十
一
日
現
在
で
嘩
一
十
才
に
達
し
た

人
及
び
水
巻
田
内
に
三
方
局
以
上
の

住
所
要
件
を
具
僻
し
て
い
る
人
で
、

今
ま
で
の
名
将
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
人
を
申
請
に
よ
っ
て
登
載
す
る
こ

と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

尚
資
格
が
あ
ゥ
て
も
申
請
が
な
け
れ

ば
登
載
出
来
ま
せ
ん
の
で
特
に
御
性

意
下
さ
い
。

五
、
補
充
名
簿
登
録
申
請
に
つ

い
て

申
請
は
八
月
一
日
か
ら
八
月
七
日
ま

で
の
七
日
間
で
す
。

此
の
期
間
に
叩
討
が
な
く
期
日
後
に

申
し
出
わ
れ
て
も
登
録
出
来
ま
せ
ん

の
で
特
に
御
注
意
下
さ
い
。

（
用
紙
は
各
駅
在
民
さ
ん
の
所
で
貰

っ
て
下
薄
い
。
若
し
な
い
時
鑑
選
管

革
務
属
で
お
渡
し
致
し
ま
す
）

二
日
膵
　
八
弓
手
日
年
後
二
伸

よ
り

二
場
所
　
水
琴
ｍ
ｌ
け
ｒ
昆
会
館
ホ
ー

、
レ

、
ノ

て
演
説
順
序
等

候
補
者
の
演
説
順
序
は
末
定
で
す

が
、
八
月
十
八
日
町
内
克
十
カ
所

に
郵
爪
し
ま
し
て
聞
知
し
て
頂
く

こ
と
に
し
て
居
り
ま
す
。

総　計　196．31329

各
駐
在
員
、
組
長
さ
ん
に

お

皆
様
に
は
既
に
新
聞
等
に
よ
り
御
存
じ

の
革
と
思
い
ま
す
が
、
当
県
よ
り
選
出

さ
れ
て
居
り
ま
し
た
参
領
院
曹
山
本

轟
勝
氏
の
死
去
に
よ
り
八
月
二
十
四
日

に
榔
欠
選
挙
が
実
機
さ
れ
ま
す
が
、
各

駐
在
輯
並
び
に
組
長
き
ん
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
公
私
共
に
御
多
忙
の
折
と
は

存
じ
ま
す
が
、
補
充
名
博
の
銅
盤
、
入

場
券
並
に
選
挙
公
報
の
配
布
等
い
ろ
い

ろ
と
御
字
数
を
わ
づ
ら
は
す
革
と
存
じ

ま
す
が
何
革
よ
ろ
し
く
御
坂
り
計
い
下

さ
る
よ
う
紙
上
を
持
っ
て
お
願
い
印
し

上
げ
ま
す
。水

巻
即
選
挙
管
掌
餌
会

葺
艮
　
小
林
甚
太
郎

◎
選
挙
事
務
の

願
　
い
　
〃

◎
受
付
時
間
に
つ
い
て

選
挙
に
幽
す
る
軍
務
は

朝
箪
再
三
関
の
間
は

土
撒
、
日
隅
を
と
わ
ず
毎
日
午
前
八

嘩
二
十
分
よ
り
午
後
丘
膵
ま
で
受
付

致
し
ま
す
の
で
一
般
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

⑳
立
会
演
説
実
施
に
つ
い
て

参
韓
遠
挙
に
つ
い
Ｃ
は
従
来
は
当
水

巻
即
で
は
Ⅴ
会
演
説
会
は
実
施
さ
れ
て

居
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
県
選

管
の
快
足
に
よ
り
ま
し
て
水
巻
机
で
実

施
さ
れ
る
革
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
御
参
加
下
さ
る
よ
う
お

卿
ｂ
せ
致
し
ま
す
。

不
在
者
投
棄
に
つ
い
て
．

一
、
不
在
者
投
票
の
出
来
る
期

間
自
七
月
三
十
日
　
至
八
月
二

十
三
日
：
・
二
十
五
日
間

二
、
不
在
者
投
票
の
出
来
る
人

投
票
日
（
八
月
二
十
四
日
）
に
左
の

各
号
に
晦
げ
る
事
由
が
あ
ゥ
て
、
を

の
旨
を
那
朋
す
る
誹
朋
轡
が
あ
れ
ば

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
不
在
者
投
票
を
行
寧
っ
と
す
る

人
は
群
閥
書
を
持
っ
て
期
間
内
に
溶

接
選
挙
管
等
県
会
へ
出
頭
し
て
投

票
を
行
う
か
、
文
は
郵
僧
等
で
投
票

用
紙
等
を
請
求
す
る
革
が
出
来
ま

す
。

コ
し

一
汀

て
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
叉
は

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
べ
き
八

二
、
投
票
日
に
止
む
を
得
な
い
用
務
父

は
事
故
の
た
め
水
巻
町
外
に
旅
行
中

叉
は
滞
在
中
で
あ
る
人

言
膵
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
若
し

く
は
産
裾
に
あ
る
人
父
は
監
獄
叉
は

少
年
院
に
収
督
中
で
あ
る
八

四
、
交
通
至
難
の
島
そ
の
他
政
令
（
首

略
）
で
定
め
る
地
域
に
居
住
申
若
し

く
は
滞
在
中
叉
は
そ
の
他
域
に
お
い

て
職
玲
若
し
く
は
業
務
に
従
夢
中
で

あ
る
べ
き
こ
と
。

投
票
所
に
つ
い

てあ
な
た
の
没
頭
所
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
投
票
所
は
左
の
通
り
に
敢
け
ま

す
。

選
挙
人
名
滑
は
各
投
項
区
毎
に
像
渾
レ

て
居
り
ま
す
。

其
の
名
縛
に
登
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

で
な
け
れ
ば
慧
前
菜
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
投
輿
新
番
号
は
入
場
券
の

石
園
に
大
き
く
記
入
し
て
あ
り
ま

す
。

第
一
投
票
所
（
下
二
小
学
梗
）

関
係
地
域
　
二
、
下
二
、
伊
佐
座
、

下
二
即
住
、
吉
田
ノ
一
、
二
、
二

軍
一
投
票
所
（
第
一
砿
業
新
進
瑞
所
）

片
田
区
（
親
和
荘
含
）
、
常
搬
区
、

一
抗
社
員
区
、
況
雅
荘
、
吉
田
区
、

琴
二
投
票
所
（
水
草
旧
役
場
）

宜
掩
敷
、
頃
未
、
机
、
鯉
口
区
、
中

央
区
、
高
尾
璧
机
官
ノ
下
区
（
頃

菜
、
感
慨
附
近
社
慧
3

第
四
抑
韓
所
（
苫
馨
区
壌
会
所
）

市
営
、
新
盆
祈
、
苫
常
区
、
閉
快
寮

、
高
松
区

第
五
投
票
所
（
猪
熊
小
学
校
）

樋
口
、
猪
廉
、
五
抗
墜
梅
ノ
木
区

◎
入
場
券
に
つ
い
て

投
票
所
入
場
券
は
成
る
べ
く
早
目
に

皆
機
の
御
手
許
に
送
付
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
の
場
合
は
必
ず
自

分
の
入
場
券
で
抑
崇
し
て
下
さ
い
。
名

酒
に
登
載
さ
れ
て
い
て
入
場
券
が
来
な

い
方
、
紛
失
さ
れ
た
男
尊
は
当
日
投
票

所
で
入
場
券
を
再
轟
行
致
し
ま
す
の
で

係
跨
（
事
撒
係
）
に
請
求
し
て
下
さ
い

将
に
注
憲
願
い
度
い
革
は
、
他
人
の

◎
選
挙
に
つ
い
て
の
問
合
わ
せ

は
〓

選
挙
関
係
に
つ
い
て
の
聞
合
わ
せ
は
、

一
、
投
票
日
前
日
ま
で
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ

一
、
投
票
日
当
日
は

各
投
票
所
の
事
故
係
へ

肴
に
示
し
た
通
り
お
申
し
出
て
下
さ
い

陶
投
票
の
順
序
に
つ
い
て

投
票
の
順
序
に
つ
い
て
は
各
投
票
所

に
依
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が

大
路
を
御
説
明
申
上
げ
ま
す
と
左
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
先
す
受
付
に
入
場
券
を
窪
川
し
受

付
を
終
る
。

二
、
入
場
券
を
持
つ
∪
到
群
番
号
係
で

琴
の
記
入
を
受
け
る
。

三
、
入
場
券
を
名
博
対
照
係
に
持
出
し

名
簿
と
の
榊
合
を
受
け
投
票
用
紙
の

交
付
所
へ
行
く
。

四
、
投
票
用
紙
を
革
っ
。

五
、
投
票
討
載
所
で
参
領
院
軍
備
粧

者
の
氏
名
を
記
載
す
る
。

六
、
投
票
精
に
投
票
用
紙
を
授
戒
す
る

こ
れ
で
全
部
終
っ
て
川
口
へ

投
薬
の
秘
密
は

絶
対
保
持
さ
れ

ま
す
！

い
つ
の
投
票
の
後
も
同
じ
革
で
、
田
中

が
選
挙
に
関
す
る
勝
敗
の
革
な
ど
で
賑

わ
い
、
交
過
挙
の
神
様
的
能
弁
家
が
田

ま
し
て
「
何
が
し
さ
ん
の
札
隼
何
基

候
補
に
行
っ
た
」
と
、
さ
も
見
た
革
か

の
機
に
冒
い
振
ら
す
向
き
が
多
く
、
た

ま
た
ま
を
の
言
が
的
中
す
る
革
も
あ

の
、
投
票
し
た
御
本
人
と
し
て
は
、
何

か
不
安
な
感
に
つ
書
と
わ
曳
場
合

も
あ
り
ま
し
ょ
う
．
は
て
自
分
の
投
票

の
潤
み
つ
が
あ
ば
か
れ
た
の
か
0
1
と
不

必
竣
な
不
安
を
起
さ
れ
る
方
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
全
く

無
根
の
礪
胃
で
あ
り
ま
し
て
、
憶
法
に

刷
る
処
の
各
個
人
の
絶
対
的
重
心
の
表

閥
が
訂
徹
さ
れ
得
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
は

安
心
さ
れ
て
、
公
托
な
自
己
の
意
志
に

よ
る
投
頻
を
さ
れ
る
枝
特
に
御
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ｔ

入
場
券
で
抽
築
さ
れ
た
革
を
発
見

さ
れ
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る
革
が

あ
り
ま
の
上
す
の
で
、
自
分
の
入

場
券
を
襟
認
是
非
自
分
の
入
場
券

で
投
票
を
行
っ
て
下
さ
い
。

読

ま

な

い

と

Ｗ
綴
規
－
払
ｌ
上
白
ｒ
ｔ
か
ｒ
ｒ
敵
監
静
貯
臣
1
卜
巨
仕
打
Ｈ
Ｈ
ト
ト
ｈ
Ｈ
巨
ｒ
ｒ
ｌ
ｔ
ｉ
Ｉ
．
～

基
本
選
挙
人
名
簿
に
　
ま
　
る
各
区
有
権
者
数

人

有権者総数　　17，523

が

な

く

な

り
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一
等

タ
バ
コ
啓
っ
琴
ｂ
水
巻
で

伸
び
ゆ
く
酎
政
待
っ
て
い
る

「
高
松
区
す
み
れ
酎

竹
之
内
ミ
ツ
ヱ
」

二
等

わ
が
酌
で
異
っ
ア
収
め
よ
う
煙
草
税

「
宮
ノ
下
、
今
任
牌
子
」

わ
が
即
で
覚
っ
た
タ
バ
コ
が
耶
築
く

「
苫
貨
部
落
　
林
　
進
」

三
等

水
巻
で
貰
っ
た
煙
草
で
田
が
筒
み

「
冒
ノ
下
　
今
任
純
子
」

町
内
で
屠
っ
た
た
ば
こ
で
附
が
富
み

「
坑
禾
　
武
居
あ
さ
子
」
ｒ

仙
箱
根
村
に
行
く
と
き
や
忘
れ
ず
に

「
市
松
匪
労
務
　
Ｔ
・
Ｍ
」

伴
作

お
燵
革
は
附
で
軍
っ
だ
け
田
の
宮

「
梅
本
区
新
郎
宇
治
野
芳
美
」

煙
草
は
必
ず
水
巻
の
蝉
革
店
で

買
っ
て
滑
靖
税
約
め
て
附
づ
く
り

「
苫
田
ノ
三
　
脚
儲
子
」

附
内
タ
バ
コ
貿
え
ぼ
良
く
な
る
即
用
政

「
片
山
区
稲
相
田
　
三
好
敏
」

田
の
た
ば
こ
で
酎
栄
妙

「
駁
末
小
慧
箭
比
多
加
雅
夫

た
ば
こ
軍
っ
な
ら
附
内
で

け
拍
り
も
納
税
の
た
す
け
す
る

「
高
松
区
新
北
田
内
田
松
二
」

堕
壷
入
選
者
の
高
松
区
労
柵
Ｔ
、
Ｍ

さ
ん
（
階
名
か
？
）
は
役
場
へ
申
出
て

タ
バ
コ
皆
撃
で
讐
て
行
け
－
下
さ
い
、
お
願
い
し
ま
す
・

竃
攫
摘
滝
澤
ほ
ほ
高
邁
稽
攫
絹
．
沼
津
ｌ
司
髄
な
家
庭
に
馨
れ
ま
し
て
も
、
良

た
め
学
校
の
授
業
や
祈
院
の
治
世
が

妨
韓
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
般
住
民
の
こ
う
む
る
生
理
的
、
心

理
的
障
害
は
ま
こ
と
に
大
き
い
と
思

こ
の
よ
う
な
騒
音
を
退
放
し
て
静

か
な
住
み
よ
い
生
精
粋
境
を
築
く
た

め
、
こ
の
た
び
一
大
県
民
運
動
と
し

て
「
田
を
静
か
に
す
る
運
動
」
を
展

静
か
な
社
会
環
境
に
し
て
し
か
も
帯

革
霊
撃
這
い
横
に
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

父
弔
報
は
勿
翰
そ
の
他
す
べ
て
他
人

や
社
会
の
迷
惑
に
な
る
機
な
号
っ
背

を
さ
け
て
、
静
か
な
町
や
村
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
革
に
よ
る
璧
日
の
場
合
、
硬

閻
叔
耀
し
て
い
る
旧
の
遺
跡
を
、
無

町
を
静
か
に
致
し
ま
し
ょ
う

関
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
近
来
几
轡
姦
通
柿
関

を
通
じ
て
ひ
ろ
く
県
民
へ
の
徹
底
を

計
っ
て
い
ま
す
が
、
何
ん
と
申
し
ま

し
て
も
私
等
が
み
ん
な
で
協
力
せ
ね

ば
目
的
の
達
成
は
川
来
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

万
状
は
、
自
動
車
等
が
変
通
す
．
る

際
、
自
動
告
身
は
適
度
も
変
え

ず
、
鮨
笛
を
鳴
ら
す
よ
う
な
革
か
ら

推
し
す
す
め
て
行
き
、
そ
の
他
総
て

放
体
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
音
、
交
単

車
、
原
動
機
つ
き
自
転
車
等
の
気
と

う
の
バ
ク
背
、
無
備
工
場
等
（
附

の
住
宅
に
近
い
）
で
ケ
レ
ン
く
の

訝
、
エ
ン
ジ
ン
の
調
薬
の
運
横
的
そ

う
音
等
、
全
く
時
代
は
嶺
背
期
と
い

っ
て
も
過
専
な
い
く
ら
い
に
や
か

ま
し
い
現
状
で
す
。
こ
れ
ら
の
や
か

ま
し
い
、
そ
し
て
わ
ず
ら
わ
し
い
背

を
絶
や
し
て
静
か
な
潤
い
の
あ
る
田

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

夏
季
防
犯
に
つ
い
て
協
力
を

折折
居
栴
船
群
署
で
は
、
折
尾
僻
荒
区

防
犯
協
会
と
ー
体
に
な
り
、
七
月
一
日

か
ら
八
目
兼
ま
で
、
首
挙
防
犯
避
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

本
格
的
な
貫
の
訪
れ
と
と
も
に
、
心

句
と
も
に
緩
み
が
ち
と
な
り
、
生
活
態

麿
も
開
放
的
と
な
っ
て
参
り
ま
す
の
で

こ
の
機
を
狙
っ
て
評
季
特
有
の
件
犯
や

盗
犯
親
裁
犯
、
青
少
年
犯
罪
な
ど
が
多

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
此
の
他
暑
さ
の
た
め
水
に
親
し
む 尾

　

署

　

よ

　

り

機
会
も
多
く
な
り
、
油
断
す
る
と
学
寅

幼
児
な
ど
の
水
死
事
故
も
起
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん

比
の
貫
を
犯
罪
に
か
ゝ
ら
ず
、
水
の
犠

牲
者
も
出
さ
な
い
よ
う
次
の
革
を
是
非

守
っ
て
下
さ
い
。

－
横
間
、
女
の
一
人
歩
き
は
止
め
る
こ

と
2
男
性
を
し
げ
き
す
る
よ
う
な
挑
発
的

な
態
度
や
、
服
製
は
や
め
る
こ
と

3
窓
を
開
放
し
て
庫
糧
を
し
た
り
、
外

か
ら
見
え
る
場
所
で
入
浴
し
た
り
し

な
い
こ
と

4
見
知
ら
ぬ
男
か
ら
紆
か
け
ら
れ
た

り
、
尾
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
ら
、
附
進
の
毅
に
飛
び
こ
み

助
け
を
求
め
る
こ
と

5
遠
贈
り
に
な
っ
て
も
明
る
い
通
を
選

ん
で
歩
く
こ
と

6
池
や
川
遊
び
に
は
子
供
だ
け
で
行
か

せ
な
い
こ
と

7
子
供
の
遊
び
先
を
知
っ
て
置
く
こ
と

0
0
峯
い
夜
で
も
戸
締
り
だ
け
は
し
っ
か

り
す
る
こ
と

9
犯
罪
な
ど
被
等
に
か
か
り
た
ら
す
や

特
質
に
属
け
る
こ
と

夏
季
清
掃
実
施
に

つ
い
て
協
力
を
／

毎
年
梅
雨
朋
け
後
か
ら
伝
染
同
が
多
発

し
ま
す
。
随
っ
て
今
後
の
伝
染
柄
発
生

を
末
然
に
防
や
為
梅
雨
期
の
汚
染
さ
れ

た
生
活
併
鳩
か
ら
そ
の
汚
染
さ
れ
た
も

の
を
取
除
く
革
に
よ
り
澗
裸
で
健
康
な

生
活
環
境
に
す
る
必
礎
が
あ
り
ま
す
の

で
徹
底
的
に
大
樹
除
の
実
施
を
し
て
頂

き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
こ
の
件
に
つ
い
て
は
駐
在
員
を
通
じ

て
既
で
に
脚
知
の
革
と
思
わ
れ
ま
す
が

期
日
八
月
五
日
ま
で
の
円
に
輩
し
不

紙
を
も
ち
ま
し
て
、
是
非
実
施
を
し
て

頂
き
度
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
和
祭
記
念
行
事

て
盆
踊
犬
舎
・
・
「
八
目
十
し
ハ
日
夜
」

水
中
グ
ラ
ン
ド
に
て

曲
目
　
四
舶

申
込
　
八
月
十
日
ま
で
に
教
育
要
輯

会
革
務
局
へ

二
、
記
念
請
腕
会
…
八
月
二
十
三
日
夕

酎
民
会
館
ホ
ー
ル
に
て

醤
…
…
中
東
を
巡
る
最
近
の
国
際

情
勢
に
つ
い
て

請
師
　
九
大
教
授
（
氏
名
等
未
定
）

三
、
記
念
芸
能
祭
と
、
映
朝
会

芸
能
撃
・
・
頃
諦
小
学
根
綿
堂
に
て

種
　
目合

唱
、
演
劇
、
日
本
舞
踊

洋
舞
、
器
楽
塗
等

宙
込
牢
八
月
十
日
ま
で

尚
当
機
映
固
会
も
併
行
の
予
定

町
巡
回
映
画

肘
の
巡
回
映
卸
は
七
日
二
十
三
日
よ
り

八
月
一
杯
を
期
し
て
、
貰
休
み
の
背
少

年
補
導
の
一
環
と
し
て
、
次
の
フ
イ
ル

ム
を
揖
影
し
て
い
ま
す
。

題
名

－
ニ
ュ
ー
ス
　
世
界
グ
ラ
フ
一
巻

2
時
薗
　
小
熊
の
コ
ロ
ち
ゃ
ん
一
巻

っ
Ｊ
教
育
劇
　
帯
の
中
の
髄
　
三
巻

4
教
材
　
水
独
　
二
巻

5
教
育
劇
　
石
山
の
眼
五
巻

以
上

八
日
申
各
地
区
日
割
表

八
月
一
日
（
金
）
　
市
田
区
分
館

クククク

二
日
（
土
）
　
害
田
の
二
ク

四
日
（
月
）
　
市
田
の
三
ク

五
日
（
火
）
　
鯉
Ｕ
区
ク

六
日
（
水
）
　
中
央
区
ク

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
ク

七
円
中
は
洗
務
局
の
主
唱
で
全
国
に

「
社
会
を
朋
る
く
す
る
遊
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
過
勤
は
私
等
の
間
か
ら
過
ち
を
犯

す
人
を
用
さ
な
い
よ
う
し
叉
一
度
あ

や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が
再
び
同
じ
こ
と

を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
ー
、
み
ん
な
で

そ
の
人
等
の
更
生
を
た
す
け
る
よ
う
に

協
力
し
あ
い
、
そ
し
て
朋
る
い
住
み
よ

い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思
い
≠
ち

で
あ
り
ま
し
た
。

◎
射
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
〓

私
た
ち
の
住
む
こ
の
社
会
か
ら
犯
罪
が

な
く
な
っ
た
ら
ど
れ
な
に
い
ゝ
だ
ろ
う

…
…
…
と
お
考
え
に
な
っ
た
串
は
あ
り

ま
せ
ん
か
0
・

愁
ら
く
、
そ
ん
な
に
傑
刻
に
お
考
え
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

号
っ
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
自
分
さ
え
患
い
こ

と
を
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
他
人

が
ど
ん
な
悪
い
こ
と
を
し
て
も
無
関
心

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
い
や
も
っ
と

惑
い
こ
と
に
は
、
多
く
の
人
は
他
人
の

過
ち
は
、
少
し
で
も
大
き
く
な
ゥ
た
方

が
面
白
い
と
い
っ
た
好
誼
の
目
を
も
っ

て
迎
え
よ
う
と
さ
え
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
社
会

は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
犯
罪
の
な
い
付
み
よ
い
。
丑
峯
に
な

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
は
多
少
な
り
と

も
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
犯
罪
の
な
い
億
み

よ
い
、
閉
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
か
？
一
た
ん
犯
し
た

罪
は
誰
が
ど
ん
な
に
さ
わ
い
で
も
販
返

し
は
つ
き
ま
せ
ん
。
消
し
去
る
こ
と
も

出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
勿
碑
端
然
に
防
や

革
が
第
一
で
す
。

然
し
、
暫
し
過
っ
て
罪
を
犯
し
た
と

き
、
あ
の
人
は
前
科
者
だ
。
な
ど
と
い

ゥ
て
近
隣
の
人
が
ｎ
眠
視
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
〇
・
い
く
ら
そ
の
人
自
身
が
吏

生
し
ょ
う
と
奮
っ
て
も
だ
ん
！
ヽ
と
抗

し
き
れ
な
く
な
っ
て
、
ど
う
せ
自
分

と
、
い
う
気
特
を
起
し
叉
向
じ
こ
と
を

く
り
返
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

犯
し
た
罪
を
消
し
て
や
る
革
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
葦
し
ょ
う
と
す
る
人
に

協
力
し
て
あ
げ
る
革
は
誰
に
で
も
出
来

ま
す
。

む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

同
情
と
、
愛
情
と
、
迦
解
で
す
〓

そ
れ
も
遠
い
ど
こ
か
の
誰
か
れ
で
な

く
、
家
族
の
、
お
隣
の
、
近
所
の
あ
な

た
方
の
・
・
リ
…
！
あ
な
た
方
の
周
間
か
ら

萱
す
る
人
が
、
た
っ
た
一
人
で
も
い

ゝ
の
で
す
。
川
れ
ば
そ
れ
だ
け
社
会
は

明
る
く
な
っ
た
の
で
す
。
を
し
て
そ
の

小
さ
な
灯
は
だ
ん
！
＼
と
大
き
く
拡
っ

て
勅
き
ま
す
。

人
の
性
は
替
な
り
〓

生
れ
な
が
ら
の
環
八
が
い
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
慈
姿
の
目
を
注
ぎ
、
温
情
の

手
を
さ
し
の
べ
れ
ば
必
ず
そ
の
人
は
そ

の
槽
に
日
ぎ
め
心
を
清
め
る
で
し
ょ

う
。
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
を
な
く
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
〓
ま
づ
あ
な
た
の
住
ん
で
お
ら

れ
る
田
か
ら
〓
村
か
ら
〓

保
譜
司
会
は
…
…
…
全
国
五
万
の
民
間

篤
志
家
が
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
て
、

罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
指
埠
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

当
速
資
保
譜
司
会
で
は
規
整
ハ
○
名
の

保
障
司
が
、
摘
花
邦
澱
に
い
る
一
七
九

名
、
更
生
指
導
保
謬
観
撃
甲
の
八
一
八

八
名
、
の
お
世
話
を
し
て
お
の
へ
即
村

助
成
金
と
一
艇
寄
附
金
に
よ
り
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

遁
辞
保
譜
司
会

ク
　
七
日
（
木
）
　
頃
求
　
ク

ク
　
八
日
（
企
）
　
机
　
ク

ク
　
九
日
（
士
）
　
盲
常
　
ク

ク
一
一
日
（
月
）
　
樋
口
　
ク

ク
一
二
日
（
火
）
　
猪
熊
　
ク

ク
　
十
八
日
（
月
）
　
五
抗
区
ク

ク
　
十
九
日
（
火
）
　
高
松
区
ク

ク
　
二
十
日
（
水
）

ク
二
十
一
日
（
木
）

ク
二
十
二
日
（
金
）

ク
二
十
三
日
（
士
）

ク
二
十
四
日
（
日
）

ク
二
十
五
日
（
月
）

ク
二
十
六
日
（
火
）

桁
ノ
本
区
ク

市
萬
区
ク

新
生
街
ク

宮
の
下
区
ク

せ
ん
き
ょ

机
社
宅
ク

高
尾
区
ク

・
．
．
・
．
1
題
・
ニ
・
．
′
ｔ
，
．
．
・
．
一
一
°
．
ｔ
．
′
ｔ
ｔ
1
．
．
．
1
′
，
．
．
．
．
′
1
．
．
、
ご
ｔ
ｔ
一
．
．
－
．
．
′
ｔ
▼
．
．
．
：
ｔ
，
一
・

社
会
教
育
関
係
予
告

〔
県
民
体
育
大
会
〕
八
月
三
日

郡
予
選
金
　
男
ナ
の
部

水
上
＝
…
・
芦
巌
飛
行
場
プ
ー
ル

午
別
七
時
ま
で
に
頃
兼
梗
酌

熊
合
ベ
ー
ス
酌
に
八
陣
迄
頃

合
の
こ
と
（
逼
れ
た
方
は
ベ

ー
ス
に
入
れ
な
い
）

－
日
印
型

イロヽ′ニ

2

背

泳

3
平

五
十
米
輿

泳
胃
　
米

二
　
円

ククク甫
　
米
　
突

輿ク

4
バ
ク
ー
フ
ラ
イ

百
　
米

二
百
米

5
町
村
対
抗
リ
レ
ー
　
　
二
百
米
突

女
子
の
部

1
畠
田
型五

十
米
契

2
背
　
泳
　
　
五
十
米
突
・

ウ
ノ
リ
レ
ｌ二

百
米
輿
　
　
以
上
の
予
定

随
上
…
…
「
男
、
女
」
八
月
十
日

（
即
村
対
抗
聾
撲
大
会
）

芦
屋
中
学
グ
ラ
ン
ド
に
て

午
前
十
膵
よ
り
決
行

種
目
　
各
璧
都

一
い
て
折
衝
中
で
あ
り
、
好
成
約
を
あ
げ

海
外
移
住
に
つ
い
て
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

単
独
青
年
の
移
住
す
る
道

（
Ａ
）
コ
テ
ア
産
業
組
合
募
集

の
単
独
青
年
移
住
者

ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
バ
ゥ
Ｕ
州
コ
チ
ア
郡

に
あ
る
南
米
最
大
の
コ
テ
ア
産
業
糾
合

は
、
日
本
人
が
中
心
と
な
っ
て
創
殺
し

た
著
名
な
産
業
観
合
で
、
組
合
勘
は
各

国
人
を
含
め
六
千
名
と
害
わ
れ
ま
す
。

同
組
合
で
は
昭
和
三
十
年
か
ら
毎
年
五

百
名
を
堪
里
二
年
間
に
一
千
五
市
名
の

青
年
移
住
者
を
受
入
れ
、
三
十
二
年
度

で
最
終
回
を
迎
え
た
沢
で
す
が
、
日
下

こ
れ
の
三
十
三
年
度
か
ら
の
舶
続
に
つ

㊥
交
通
量
の
最
も
頻
繁
な
当
町
頃
末
小
学
校
前
の
調
査
結
果
で
す
〓
‥

交通量調査三日間観測一日平均表

観測点番 号　　　 11 八　 幡　 土　 木　 事　 務　 所　 調　 （Ｓ33．6．1クー12）

Ｊ風。狙坤点地名）遺賢郡水番 町頃寒空題 前
観 測 「ｌ 欝 一 口 第二 日

芸 竺 1蕊 監
Ｊ仇　 5ｍ

年 月　 日 Ｓ Ｓ 有　　　　 無
ー（溺 噂の種別 ）＿，＿＿「 …級 ．＿国　 道

33．．川 33．6．11 ＿些 旦＿些 る歩道の有無

時　　 間

天　　 候

前7－後7前7－後7前7～後7 舗装の種類
コンクリー ト舗装　 ・砂利 ア

（蹄　 軋 ．名〕＿＿　三 ＿ ．母 ＿　 線

（区 間＿畢 ＿畢 ） 2・9 1 6・7 ｋｍ

スファル ト舗装（高級）Ｃかんい）

噌 ′雨 晴 ・路面の状況 ・ 艮　 ・普通　　 不良

観測者氏 名大塚重刷
ｌ

大塚蛮則 大塚蛮則 沿道の状況
ｌ

市街地　 ・平地　 山　 地

動　　　車．「‾‾‾　療

空　Ｉ　盈

ｌ小∵‾一‾ｌ甘‾－

空Ｉ　盈

用　自　動　車　載自

転

者

原
動
機
付

牛
馬
串
　
ｌ
－

荷
　
　
軍
　
▼

品 7 ～ 8

2 8 8 2 Ｊ 4 45 9 7 5 0 3 9 5 6 8 2 4 2

8 一一 タ 13 6 0 1 3

6

55 19 　」　 5 4 9

4（）

48 7 1 脚 ＪＪ2 6 4

9 ～ ＪＯ
ＪＪ 　」 Ｊ 5 ｄＯ 27 4 3 7（7 8 5 13 9 Ｊｌ 3

10－ 11Ｊ
Ｊ5 2 4 3 2 9年〝．．＿ 2ｇ 22 4 8

軒

11 3 1 4 4 1 2 7

〃・－Ｊ2コ
13 4 3 1 6 7 7 3 0 Ｊ6 4 1 6 0 9 9 8 5 7 畑

後 12～ Ｊ 9 旦 － 2 3 7号＿＿＿ 29 14 3 8 4 4 8 5 7 6 9 8 5 1

一三 三 ｉＪ Ｌ 33 Ｊ 5 7 7 3 6 2 4 3 9 5 8 81 9 0 1 15 8 2

磨．～ 3
1　 10 4．4 1 4 5 9 5 3 2 2 4 4 0 5 5 7 9 9 8 1 1 2 6 1 1

3 － 4 ＪＯ 44 4 郎 33 2 3 4 2 6 8 7 1 8 6 1 0 6 6 2

4 ～ 5　 Ｊ3 4 4 3 7 76 3（7 2 3 5 5 8 3 7 6 1 1 3 9 3

5 ．～ 6 2 1 6 9 Ｊ 5 7堕 35 2β 4（ｉ 58 6 3 7（7 7（ｉ 5 Ｊ

6 － 7 1＋ 力「 36 Ｊ 4 5 8 ｌ・75 14 3タ 、45 4 6 5 7 5 6 5 1 ．

56 4 2 4 5 5 8 7 9 3 2 5 2 2 2 5 2 7 6 4 9 9 1 7 9 9 2 1，2ｇ♂ 84 4 7
計

16 9

Ｉ 自 動 車 類 交 通 境　 5・9 2 2

て
い
る
建
澱
筒
の
循
業
開
発
酉
年
膿
と

と
も
に
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま

す
。

＜
資
格
、
条
件

滞
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
の
心
身

と
も
に
健
康
な
者
で
農
業
肺
臓
を
督
す

る
挟
肇
の
轟
務
を
負
わ
な
い
独
身
青

年
。
身
長
一
・
五
五
米
以
上
、
休
環
五

十
斑
、
胴
囲
七
七
・
五
糎
以
上
で
犯
罪

耗
脛
の
な
い
こ
と
が
必
頃
で
す
。

雇
用
輿
約
の
疎
雅
年
限
は
Ｅ
カ
年
、
食

率
と
住
居
は
胎
目
さ
れ
、
配
耕
地
で
定

め
ら
れ
た
公
定
給
料
を
支
給
さ
れ
ま
す

年
に
四
～
五
回
、
全
国
公
頭
さ
れ
ま
す

（
Ｂ
〕
日
本
力
行
海
外
協
会
に

よ
る
独
身
移
住
者
の
公
募

単
独
青
年
の
海
外
移
住
を
帯
封
す
る
も

の
に
と
っ
て
は
、
呼
欝
形
式
に
よ
る
こ

の
移
件
方
法
は
適
切
な
も
の
と
言
え
よ

う
。
塀
塊
は
毎
日
行
わ
れ
る
。

△
資
格
、
条
件

年
令
は
満
一
八
才
か
ら
二
六
才
ま
で
の

彗
ナ
独
身
背
年
、
侶
し
事
情
に
よ
ゥ
て

望
5
才
仲
ま
で
応
＃
可
能
で
す
。
応

覇
者
は
永
住
の
決
意
を
も
ち
、
ブ
ラ
ジ

ル
入
国
蕪
丑
の
洗
足
桝
の
な
い
者
。

△
日
本
に
お
け
る
移
住
教
育

本
計
価
の
移
住
者
は
、
原
則
と
し
て
同

会
の
経
営
す
る
甫
米
開
拓
諦
習
新
で
三

カ
月
入
所
受
講
し
ま
す
。

△
経
費
は
五
万
円
を
必
要
と
し

ま
す

内
訳
は
、

の
捕
米
開
桁
講
習
所
入
所
蟄
五
千
円
⑧

財
団
維
持
会
Ｈ
蟄
〒
円
⑧
授
業
料
三

カ
Ｈ
分
七
千
五
百
円
④
受
講
中
の
食
蟄

角
蟄
一
カ
月
七
千
五
百
円
⑥
教
科
車
代

二
千
七
百
円
⑧
手
続
諸
現
川
六
千
百
一

十
五
円
㊦
上
庸
当
初
、
受
撒
申
並
に
船

中
小
便
雑
常
五
王
ハ
百
七
十
五
円
（
外

貨
交
換
一
入
に
つ
き
五
十
ド
ル
＝
一
八

、
三
〇
〇
円
迄
可
聾
　
（
証
）
の
か
ら

③
ま
で
は
入
所
の
麒
納
入
し
ま
す
。

御
　
礼

◎
天
る
六
月
八
日
、
日
本
炭
猷
に

て
殉
職
き
れ
た
市
営
区
居
住
頂
角

脇
硝
信
殿
葬
儀
に
際
し
再
興
速
と

し
て
厳
父
拙
作
民
よ
り

㊥
姜
全
へ
月
二
十
日
商
松
区
艮
谷

社
望
居
住
大
野
下
一
男
氏
よ
り
故

ミ
ヨ
殿
葬
儀
に
際
し
て
の
香
典
返

し
と
し
て

◎
七
月
二
十
四
日
第
一
両
松
鉱
業

所
社
崗
区
居
住
小
山
田
沼
降
氏
よ

り
歌
力
任
殿
の
葬
儀
に
際
し
香
典

返
と
し
て
、

以
上
三
件
、
即
福
祉
協
満
会
へ
福

祉
資
金
と
し
て
そ
れ
♪
＼
金
一
封

を
御
寄
附
頂
き
ま
し
た
の
で
附
民

各
付
に
紹
介
致
す
と
共
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

水
草
旧
社
会
群
協
議
会

ふ鳥表藁延長迦妙所
、＿．．＿＿　＿、．．．＿＿・．＿ｌ＿▼－・し＿


